
別紙様式（第７条関係） 

平成 ２５年９月２日 

 

報  告  書 

 

島田市議会議長 様 

 

島田市議会議員  紅林 貢 

島田市議会議員  藤本 善男 

島田市議会議員  横田川真人 

島田市議会議員  森 伸一 

島田市議会議員  清水 唯史 

島田市議会議員  桜井 洋子 

島田市議会議員  富澤 保宏 

 

 

議会報告会に出席しましたので、次のとおり報告します。 

 

１ 日時 平成２５年 ８月３１日（土） 

午後 ７時００分～午後 ８時５０分 

 

２ 会場 初倉西部ふれあいセンター 

 

３ 参加者数   ２５人（男性 ２２人、女性 ３人） 

 

４ 役割 

(1) 受付 議会事務局、桜井 

(2) 司会 清水 

(3) 挨拶（概要）紅林 

(4) 報告 藤本 

(5) 答弁 全議員 

(6) 記録 森 

 



５ 報告事項 

(1) 議会の活動の動向の市民への報告について 

議会だよりの２０ページなどを利用して報告した。審議された議案の中で少数否

決となった川根温泉ホテル関係の内容・審議の様子をていねいに説明した。 

 

 (2) 報告に対する質疑 

  ・ザッ討論の賛否の欄、発言者の名前を入れてほしい。 

  ・最終処分場の地権者と市が裁判で係争中であるが、その後どうなっているか、

円満解決をお願いしたい。 

  ・旧清掃センターの解体について補足説明をお願いしたい。 

  ・川根温泉ホテル建設の予算が初めより３倍ほどに膨らむなど、問題が多い計画

であったが、それをチェックできなかった議会に物足りなさを感じる、新人以

外の議員がどう対応したか述べてほしい。 

  ・川根温泉ホテルの収支についてはどんな見通しを議員個人考えているか。 

  ・市民病院の移転が白紙となったが、今後の病院建設について各議員はどう考え

ているか。１人ずつ考えを述べてほしい。 

  ・地域代表というか、地域重視（偏重）の議員活動もみられるが、おかしい。 

   

(3) 意見及び情報の交換について（今回はテーマ設定なし。） 

 ・市議会定数が２０人に減り、市民の意見が議会に反映されにくくなったのでは 

  ないかと心配、市民の意見をしっかり収集してほしい。 

 ・川根温泉ホテルについては観光客の増加など期待している。 

    以下の２つは時間切れで回答できず。 

・市民会館が禁止となったが、もっと前から対応すべきではなかったか。 

 ・島田市総合計画、高齢者対策、介護保険制度などについて各議員がどんなビジ

ョンを持っているかききたい。 

 

６ まとめ（所見） 

  参加者は先週の金谷５人から２５人と大幅増、いろいろな意見が出された。 

特に各議員それぞれの考えをきく質問については、時間もかかるので、上手に時間

配分を考えて会を進めていかないと、時間切れとなり、ほかの意見質問を考えてい

た人の発言機会も奪う形となったので、司会の役割はたいへん・重要だと思った。 

 参加者が多いとお互いモチベーションがあがる。集客方法を考える必要がある。 

  若者、女性の参加が少ない。このことも検討課題だと思った。 

 

 

 

 

 


